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上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
の
ロ
ビ
ー

で
地
元
住
民
と
関
係
者
が
見
守
る

中
、
馬
場
町
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
続
い
て
隣
接
す
る
体

育
館
で
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。 

　

式
典
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
小
畑

代
表
が
、「
多
く
の
人
々
に
お
祝
い
さ

れ
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
上
山
高
原
は
、
人
々
の

成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
地
域
の
意
識
も
高
原

の
開
発
か
ら
自
然
の
保
護
へ
と
変
わ
っ

て
き
た
。
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
地
域
全
体
の
財
産
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ま
と
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
倒
木
の
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
で
作
ら
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

に
自
然
復
元
作
業
で
伐
採
し
た
リ
ョ
ウ

　

平
成
13
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
拠

点
施
設
「
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
」
の
完
成
を
祝
う
と
共
に
、上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
７
月
29
日
（
土
）、「
上
山
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
式
典
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
井
戸
兵
庫
県
知
事
、
南
川
環
境
省
自
然
保
護
局
長
を
は
じ
め
関
係
者

約
３
０
０
人
が
出
席
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
祝
い
ま
し
た
。

―

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム―

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

記
念
式
典
を
開
催

関係者によるテープカット
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、

　

国
の
特
別
天
然
記
念
物
イ
ヌ
ワ
シ
や

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ブ
ナ
の
原
生
林
、
ス

ス
キ
草
原
な
ど
貴
重
な
動
植
物
が
生
息

す
る
高
原
と
、
ふ
も
と
の
７
つ
の
集
落

が
こ
の
自
然
と
共
に
歩
ん
で
き
た
歴
史

文
化
や
産
業
を
紹
介
し
な
が
ら
貴
重
な

財
産
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
活
動
を
展
開

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
活
動
を
さ
ら
に
多
く
の
人
に
紹

介
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
々

が
こ
の
地
を
訪
れ
、
人
と
自
然
の
つ
な

が
り
を
学
習
で
き
る
よ
う
に
と
自
然
学

習
歩
道
や
高
原
の
避
難
小
屋
、
地
域
文

化
を
体
験
す
る
ふ
る
さ
と
体
験
ハ
ウ
ス

（
海
上
、
青
下
）、
そ
し
て
高
原
へ
の
玄

関
口
で
あ
り
、
環
境
学
習
の
拠
点
と
し

て
「
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
」
の
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
兵
庫
県
及
び

新
温
泉
町
の
協
働
に
よ
り
地
域
の
歴

史
、
文
化
、
自
然
な
ど
の
地
域
独
特
の

資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
も
上
山
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
環

境
学
習
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
通

じ
て
自
然
と
人
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ

を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ブ
の
木
簡
を
保
管
し
ま
し
た
。（
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
は
、
ふ
る
さ
と
館
で
保
管

さ
れ
10
年
後
に
開
か
れ
ま
す
）
木
簡
に

は
参
加
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
環
境
省
自
然

環
境
局
長
の
南
川
秀
樹
さ
ん
が
「
豊
か

な
自
然
を
守
り
、
育
て
る
」
と
題
し
て

自
然
環
境
保
護
に
つ
い
て
の
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
ふ
る
さ
と
体
験
メ
ニ
ュ
ー

（
ワ
ラ
細
工
）
や
サ
テ
ラ
イ
ト
め
ぐ
り

（
滝
め
ぐ
り
、
文
化
財
見
学
、
民
具
見

学
な
ど
）
を
行
い
、
大
勢
の
参
加
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

―
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５
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上山高原ではどんな作業をするの？

　　上山高原では、①貴重で豊かな生態系を守り、育む、②自然や暮らしの共生の知恵から学び、活かす、
　③多様な主体による参画と協働、④環境保全を地域振興につなげるという基本理念のもと NPO 法人、　
　兵庫県及び新温泉町の協働により、自然の保全・復元活動森林と草原のバランスを図りながら自然の
　保全・復元活動に取り組んでいます。

　■森林ゾーンでは、スギなどの人工林をブナを中心とした落葉広葉樹林に変えていきます。
　・まずは針広混交林化を図り、最終的に落葉広葉樹林へと変えていきます。
　・スギを適度に伐採し、林の中を明るくします。切ったスギはさらに適当な長さに切り、段組みにま
　　とめます（ウサギなどの隠れ家になります）。
　・土を掘るなど地拵えを行い、ブナ苗や種子を植樹しています。
　・植樹後は苗が大きくなるまで下草刈りを行っています。
　・植樹用のブナ苗を育成していきます。

　■草原ゾーンでは、ササや灌木の密生地をススキ草原に変えていきます。
　・密生しているササや灌木を刈り取ります。
　・毎年、1 ～ 2 回刈り取り作業を行っています。
　・ススキ草原の維持は、火入れや牛の放牧などでも行っています。

秋のエコフェスタ
（ブナの植樹）

ランプシェードづくり

草木染め体験

こ
れ
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
主
な
も
の
）

◇
９
月
３
日

　

明
治
の
水
路
を
歩
こ
う

◇
９
月
24
日

　

小
又
川
渓
谷
滝
め
ぐ
り

◇
10
月
15
日

　

ブ
ナ
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
10
月
28
日
、
29
日

　

秋
の
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

◇
11
月
５
日

　

き
の
こ
観
察
会

左馬殿道を歩く
ススキ草原への火入れ→

灌木の刈り取り



�

新
温
泉
町
指
定
ご
み
袋

の
価
格
に
つ
い
て

　

新
温
泉
町
指
定
ご
み
袋
の
価
格
は
鳥

取
市
指
定
ご
み
袋
に
比
較
し
て
約
３
～

５
倍
と
高
価
（
左
表
の
と
お
り
）
で
あ

る
。
新
温
泉
町
の
ご
み
袋
は
高
す
ぎ
る

の
で
改
革
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
歳
代
・
男
性
）

（
回
答
）

　
「
鳥
取
市
指
定
ご
み
袋
」
に
つ
い
て

鳥
取
市
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
指
定
ご

み
袋
代
に
市
の
歳
入
と
な
る
ご
み
処
理

手
数
料
を
上
乗
せ
ず
、
販
売
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
町
で
は
、
ご
み
袋
１

枚
に
つ
き
ご
み
処
理
手
数
料
（
大
袋
約

40
円
）
を
上
乗
せ
し
、
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

ど
こ
の
自
治
体
で
も
そ
う
で
す
が
、

ご
み
処
理
に
は
多
額
の
経
費
（
ご
み
収

集
運
搬
経
費
、ご
み
焼
却
等
）が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
本
町
の
ご
み
処
理
経
費
は

６
万
９
０
０
０
円
／
ｔ
（
平
成
17
年
度

実
績
）
で
、
そ
の
経
費
に
は
皆
さ
ま
の

大
切
な
税
金
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ご
み
処
理
経
費
は
、
ご
み
を

減
量
す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

本
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

す
る
た
め
、
現
在
、
13
種
類
の
ご
み
の

分
別
排
出
、
資
源
ご
み
集
団
回
収
運
動

奨
励
金
の
交
付
、
生
ご
み
自
家
処
理
容

器
購
入
費
の
補
助
金
交
付
を
活
用
い
た

だ
く
な
ど
、
ご
み
を
細
か
く
分
別
排
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
回

る
ご
み
を
増
や
し
、
焼
却
ご
み
を
減
量

す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
年
々
、
ご

み
排
出
量
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み

処
理
に
は
た
く
さ
ん
の
経
費
が
か
か
る

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
価
格
設
定

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
今
後
も
ご
み
の
排
出
抑
制
の

た
め
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
、
適

正
な
排
出
等
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
町
民
課
長　

阪
本
晴
良
）

　

７
月
５
日
、
北
朝
鮮
が
複
数
の
ミ
サ

イ
ル
を
日
本
海
に
向
け
発
射
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
本
町
民
を
不
安
に
陥

れ
、
安
全
で
平
穏
な
住
民
生
活
に
支
障

を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

特
に
、
本
町
は
多
く
の
漁
船
が
日
本

海
で
操
業
す
る
な
ど
、
今
後
の
漁
業

関
係
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
町
は
、
住
民
の
安
全
と
安
心

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
町
長
、
議
長
名
で

「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
係
る
対

応
に
関
す
る
要
望
書
」
を
７
月
５
日
付

け
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
年
5

月
か
ら
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆

さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
隔
月
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
ま
す
。
将
来
の
新

温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

大袋
（10 枚）

小袋
（10 枚）

新温泉町 500 円 300 円
鳥取市 103 円 71 円

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射 

 

に
か
か
る
本
町
の
対
応
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町政のうごきから

町長、議長名で提出した要望書
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町政のうごきから
　

歓
迎
会
に
は
、
受
け
入
れ
る
船
主
の

家
族
な
ど
が
出
席
し
、
来
日
し
た
ば
か

り
の
20
歳
か
ら
28
歳
の
研
修
生
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
宮
本
政
昭
会
長
は
「
県

下
で
は
初
の
取
り
組
み
。
皆
さ
ん
の

後
輩
が
続
け
て
来
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
１
期
生
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を

も
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
続
け
て
研
修
生
を
代
表

し
て
、
カ
サ
ン
・
ヌ
ル
デ
ィ
ン
・
テ
デ
ィ

ザ
カ
リ
ア
さ
ん
が
「
日
本
は
設
備
、
漁

獲
、
品
質
管
理
の
水
準
が
高
い
。
一
緒

に
働
く
こ
と
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
た

い
。
そ
し
て
、
３
年
間
つ
ら
い
こ
と
も

あ
る
と
思
う
が
、
目
標
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。
研
修
生
ら
は
共
同
で
自

炊
生
活
を
し
な
が
ら
、
８
月
末
ま
で
日

本
語
の
勉
強
に
励
み
、
９
月
か
ら
２
人

１
組
で
底
引
き
網
漁
船
に
乗
り
込
ん
で

創
業
技
術
を
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
１
日
付

　
　
　
　
（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）

公
立
浜
坂
病
院

▼
副
院
長
・
西
垣
秀
一
（
麻
酔
科
医
長
）

　
（
映
画
の
内
容
）

　

立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
で

よ
う
や
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
小
学

校
に
入
学
、
で
も
み
ん
な
と
同
じ
よ
う

に
歩
け
な
い
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
…
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８　

外
国
人
漁
業
研
修
生
が
来
町

　

漁
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
、
町
漁
協
な
ど
で
組
織
す
る
「
町
外
国
人
漁
業

研
修
生
受
入
協
議
会
」
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
漁
業
研
修
生
８
人
を
受
け
入
れ
、

７
月
22
日
漁
協
本
所
で
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た

―

な
く
そ
う
差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀―

８
月
は
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間

　

町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
中
は
、
各
地
区
で
人
権
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
学
習

会
で
は
、
ア
ニ
メ
「
５
等
に
な
り
た
い
」（
76
分
）
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。
長
編

で
す
が
、
就
学
前
の
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
鑑
賞
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
習
会
以
外
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
会
、
子
ど
も
会
な

ど
で
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

地域 地区 月　日 時　　　間 会　　　　場

浜坂

赤崎 8 月 19 日（土）午後 7 時 30 分
　　　～ 9 時

赤崎コミュニティセンター
久斗 8 月 22 日（火） 浜坂東小学校

浜坂 8 月 23 日（水）
午前 9 時 30 分～ 11 時 文化会館

※３回上映午後 3 時 30 分～ 5 時
午後 7 時 30 分～ 9 時

大庭 8 月 25 日（金）

午後 7 時 30 分
　　　～ 9 時

浜坂南小学校
諸寄 8 月 26 日（土） 基幹集落センター
三尾 8 月 29 日（火） 三尾集会所

温泉 ― 8 月 21 日（月） 温泉総合支所
8 月 22 日（火） 八田コミュニティセンター
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浜坂少年少女音楽隊による演奏で町民運動の幕開け



町政のうごきから

　

同
協
議
会
は
、
工
事
施
工
中
の
安
全

確
保
を
目
指
し
て
、
施
工
業
者
と
施
工

主
の
兵
庫
県
、
新
温
泉
町
及
び
居
組
区

が
月
に
１
度
定
期
的
に
会
合
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
施
工
業
者
か
ら
は
ト
ン
ネ

ル
部
分
１
８
２
１
㍍
の
う
ち
、
県
境

あ
た
り
の
１
１
２
８
㍍
ま
で
（
進
捗
率

62
％
）
順
調
に
掘
削
作
業
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
居
組
区
か
ら
「
砕
石
を
運
搬

し
て
い
る
大
型
車
の
一
部
が
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
厳
重
注
意
を

し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
今

後
の
工
事
に
対
す
る
要
望
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
居
組
区
の
岡
本
一
成

さ
ん
は
「
工
事
の
安
全
確
保
に
注
意
し

な
が
ら
一
日
も
早
く
開
通
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
約
30
人
の
生
徒
が
井
づ
つ

や
、
渡
辺
水
産
及
び
ナ
カ
ケ
ー
を
見
学

し
ま
し
た
。
ナ
カ
ケ
ー
白
川
店
で
は
、

仲
山
社
長
か
ら
の
会
社
説
明
を
う
け
た

後
、
店
内
を
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊

岡
の
職
員
が
「
若
者
の
雇
用
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
全
国
的
に

高
卒
の
求
人
は
バ
ブ
ル
期
の
８
分
の
１

に
激
減
し
た
と
い
っ
た
状
況
や
若
年
失

業
率
の
増
加
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
求
職
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
職
業
を
知
っ
て
、
自

分
を
知
る
。
そ
し
て
、
企
業
か
ら
選
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
働
く
こ
と
に
意
欲

を
も
つ
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
高
校
生

は
「
町
内
の
企
業
を
見
学
で
き
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
地
元
企
業
見
学
会

　

来
春
就
職
予
定
の
浜
坂
高
校
と
同
校
温
泉
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業

説
明
会
が
７
月
18
日
（
火
）
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
説
明
会
は
、
高
校
生
を
採
用

予
定
の
企
業
の
協
力
を
得
て
、
会
社
や
仕
事
の
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
で
、「
会

社
を
知
り
た
い
」「
ど
ん
な
会
社
に
応
募
し
よ
う
か
」
と
迷
っ
て
い
る
生
徒
に
少

し
で
も
就
職
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と
町
、
町
商
工
会
な
ど
が
主
催
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。　

「
東
浜
居
組
道
路
」
安
全
・
環
境
協
議
会

―

問
い
合
わ
せ―

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
5
６
２
５

　―

問
い
合
わ
せ―

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

広報しんおんせん（8月号）
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企業代表者の説明を聞く高校生

　

平
成
20
年
度
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
む
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
「
東
浜
居

組
道
路
」
の
第
12
回
東
浜
居
組
道
路
安
全
・
環
境
協
議
会
が
７
月
25
日
（
火
）、
居

組
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

工事の進捗状況などを話し合う「安全・環境協議会」
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‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

下
水
道
課　

下
水
道
施
設
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
３

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

本
町
の
下
水
道
等
整
備
は
、
平
成

17
年
度
末
を
も
っ
て
施
設
整
備
が
完
了

し
、
下
水
道
等
へ
の
接
続
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
海
や
河
川

等
の
水
質
改
善
、
安
心
で
快
適
な
生
活
、

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
を
目
的
と
し
て

整
備
を
進
め
た
も
の
で
す
。

　

下
水
道
等
が
整
備
さ
れ
て
も
皆
さ
ま

が
接
続
し
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
下
水
道

の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
下
水
道
法
に
基
づ
き
公
共
下
水
道

地
区
で
は
供
用
開
始
を
し
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
接
続
、
そ
の
他
の
地
区
に
お

い
て
も
公
共
下
水
道
地
区
に
準
じ
て
３

年
以
内
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
の
接
続

を
し
て
い
な
い
家
庭
、
事
業
所
は
一
日

で
も
早
く
接
続
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

接
続
工
事
を
す
る
場
合
に
は
、
下
表
の

指
定
工
事
店
に
依
頼
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。 下

水
道
へ
の
接
続
は
お
済
み
で
す
か
？

住　　　　所 会社名 電話番号
1 新温泉町 浜坂 1228-2 ㈲山口屋商店 82-1035
2 新温泉町 芦屋 414-1 村尾工業所 82-1856
3 新温泉町 七釜 80-1 ㈱田中工業所 82-1947
4 新温泉町 浜坂 289-8 ㈱ヤマグチ 82-4131
5 新温泉町 浜坂 464-2 上島プロパン㈱ 82-3110
6 新温泉町 二日市 765-2 北但設備㈲ 82-3393
7 新温泉町 栃谷 350 北村電気商会 82-1438
8 新温泉町 浜坂 1282 ㈲西岡ポンプ工業 82-1350
9 香美町 小代区忠宮 21 ㈲谷川工務店 97-2233

10 新温泉町 竹田 56 サンユー技研工業㈱ 92-2356
11 養父市 建屋 83 松下工業㈲ 0796-66-0138
12 新温泉町 湯 338-1 ㈱米安商会 92-1235
13 香美町 香住区森 283 ㈲西本設備 36-3324
14 新温泉町 飯野 395 山陰造園土木㈱ 92-1546
15 香美町 村岡区長瀬 613-1 山本工業 95-1110
16 養父市 八鹿町下網場 208-3 ㈱但馬近畿工業 079-662-6154
17 新温泉町 戸田 201 ㈲富士建設 82-2307
18 香美町 村岡区入江 1151-2 ㈱タノ 0796-95-1838
19 新温泉町 七釜 523-1 大田建築 82-4341
20 新温泉町 浜坂 464-2 ㈱上島亀雄商店 82-3100
21 新温泉町 湯 372-1 ㈱山根工務店 92-1829
22 香美町 村岡区村岡 2754 たじま設備㈱ 0796-98-1255
23 香美町 村岡区高井 368 ㈲中村建工 0796-94-0640
24 新温泉町 福富 140-1 ㈱森田材木店 82-1824
25 香美町 村岡区福岡 17 ㈱西村工務店 0796-96-1136
26 新温泉町 対田 879-2 フローテック 82-5588
27 新温泉町 井土 656 ㈲山陰住設工業 92-2617
28 新温泉町 久谷 567 ㈲久瀬工務店 82-2727
29 新温泉町 芦屋 338-1 株本建設工業㈱ 82-1511
30 新温泉町 三谷 132 山陰道路㈱ 82-1118
31 新温泉町 浜坂 2574-1 下雅意瓦商店 82-0664
32 新温泉町 浜坂 2337-6 山陰プロパン㈱ 82-1100

住　　　　所 会社名 電話番号
33 新温泉町 浜坂 2374-1 美松建設 82-4526
34 新温泉町 和田 240-1 ㈱岸本工務店 82-1976
35 新温泉町 浜坂 1247 宇野ポンプ店 82-1073
36 新温泉町 用土 243-1 ㈱三島組 82-1939
37 豊岡市 寿町 10-25 広瀬設備㈱ 0796-22-7234
38 新温泉町 芦屋 351-9 日興建設㈱ 82-3850
39 新温泉町 辺地 292 水田建設㈱ 82-1536
40 香美町 香住区下浜 871 なべや商店 36-0462
41 新温泉町 辺地 282 ㈱重機建設水田組 82-3028
42 神河町 大河 314-1 ㈱村岡電気商会 0796-34-0128
43 新温泉町 細田 216-3 北博左官店 92-0505
44 新温泉町 湯 120 ㈲田渕金物店 92-0019
45 新温泉町 伊角 405 岡水道設備 92-1020
46 新温泉町 桐岡 386-9 赤坂土建㈱ 92-1439
47 新温泉町 湯 1048-1 ㈱但馬綜建 92-1324
48 新温泉町 竹田 421-1 済木土木㈲ 92-0170
49 新温泉町 井土 1260 ㈲寺谷建設 92-2882
50 新温泉町 金屋 166-1 西村屋産業㈲ 92-2166
51 新温泉町 竹田 1077-1 ㈲美方産業 92-0189
52 養父市 八鹿町高柳 766 内田設備 079-662-4651
53 新温泉町 千谷 784 ㈲都建物設備管理 93-0571
54 豊岡市 滝 584-1 ㈲ごとう設備 0796-22-0156
55 新温泉町 歌長 2665-1 ㈲西村住建工業 92-2291
56 養父市 八鹿町八鹿 933 ㈱児島屋商店 079-662-2066

57 神戸市 垂水区上高丸
3 丁目 5-21 小林電気工業㈱ 078-709-0497

58 朝来市 和田山町宮内 20-1 ㈲ニシダ住宅設備 079-673-2417
59 新温泉町 歌長 270 立道建設㈱ 92-0899
60 新温泉町 千原 262 尾﨑建設㈱ 93-0251
61 豊岡市 幸町 4-12 ディエムカンパニー㈲ 0796-29-0300

62 朝来市 矢名瀬町 845 ㈲高見設備 079-676-3975
63 香美町 村岡区村岡 2454 谷脇設備 98-1358
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▼
受
付
時
間　

 

　

い
ず
れ
も
午
前
11
時

　

30
分
ま
で

（
注
１
）
午
後
の
診
察
受
付
は
、
耳
鼻

　

咽
喉
科
は
４
時
ま
で
、
整
形
外
科
は

　

３
時
ま
で
で
す
。

（
注
２
）
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

（
注
３
）
９
月
以
降
は
整
形
外
科
診
察

　

日
（
毎
週
水
曜
日
）
の
曜
日
が
変
更

　

と
な
る
予
定
で
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業者名

橋詰広場整備工事 湯 四阿・インターロッキン
グ・植栽　１式 9,135,000 平成 18 年 6 月 27 日～

　平成 18 年 9 月 29 日 ㈱但馬綜建

町道宮垣津田線舗
装新設工事 飯野 施工延長　L=250m、

W=3.5m 3,454,500 平成 18 年 6 月 27 日～
　平成 18 年 9 月 24 日 ㈲村尾土建

浜坂公共建設残土処分場 
( 本谷 ) 整地工事 浜坂 施工面積　A=104,600㎡ 97,440,000 平成 18 年 6 月 23 日～

　平成 19 年 3 月 30 日 株本建設工業㈱

温泉小学校校舎改
築工事

湯
校舎改築工事 1 式 
鉄筋コンクリート造3階建(一部2階建) 
A=3,293.23㎡

590,415,000 平成 18 年 6 月 22 日～
　平成 19 年 3 月 31 日

株本・山根特
別共同企業体

公
立
浜
坂
病
院
整
形
外
科
が
再
開

ー
７
月
26
日
か
ら
週
１
回
（
８
月
は
毎
週
水
曜
日
）
ー

医　師　担　当　表
月 火 水 木 金

内
　
科

一　診 中田華子 髙木信明 松岡　学 髙木信明 中田華子 

二　診  
( 予約 ) 松岡　学 松岡　学 中田華子 松岡　学 髙木信明 

胃 腸 科 外科外来での診察となります

外　　科 山田貴裕  山田貴裕 古澤康之 古澤康之 山田貴裕 

整形外科 山本勝彦
( 午後診あり )

小 児 科 休　　診

耳鼻咽喉科
 　　　　　　
　　　

兵庫医大
応援医師 

兵庫医大応援医師
　( 午後診あり )　 

兵庫医大応援医師
　( 午後診あり )　 

兵庫医大
応援医師 

眼　　科 休　　診

麻 酔 科
（ペインクリ

ニック）
西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一
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TEL（0796）82-5251

　

　おはなし会　　　　　   
　絵本の読み聞かせやおはなし、

簡単なおりがみや工作などをする

楽しい会です。お気軽に参加して

ください。

◆と き　8 月 12 日 ( 土 )
　　　　　  午後２時～
◆ところ　図書館　おはなし室
◆内 容　『お化けの海水浴』他

◆と き　8 月 26 日 ( 土 )
　　　　　  午後２時～
◆ところ　図書館　おはなし室
◆内 容　『かあちゃんかいじゅう』他

  子どもシネマの会　　　  
◆と き　8 月 12 日 ( 土 )
　　　　　  午後 3 時～
◆ところ　図書館　おはなし室
◆内 容　『すいかのたね』他

加藤文太郎
記念図書館

「8月のおすすめの本」
ご案内

「殉愛」
結城五郎　著／角川春樹事務所　３６３Ｐ

　結婚を間近に控えた由里子だが父の闘病と死を
きっかけに、青年医師の長谷と出会う。由里子はその
人柄にひかれ、逆に婚約者の大倉の人間性に不信を抱
き、やがて長谷との結婚を決意する。しかし、そこか
ら大倉の執拗なストーカー行為により由里子の人生
は大きく翻弄（ほんろう）され始める。強く愛し合い
ながら引き離された長谷と由里子に待つ運命とは…。

「美しき日本の面影」
さだ　まさし　著／新潮社　２８５Ｐ

　歌手さだまさしが日本中を旅し、見て感じ
たさまざまなこと。コンサートをしながら桜
の季節をめぐったこと、学生時代の修学旅行
の爆笑エピソード、ふるさと長崎への帰郷し
た時のハプニング、北海道でトトロに出会っ
た思い出など三十余年にわたる旅の中から厳
選された思い出による十六編の随想。

「実証アトピー性皮膚炎を治す治療革命」
川井武雄　編／現代書林　４０６Ｐ

　アトピー性皮膚炎の患者と家族に正しい情
報と新しい治療法を紹介した本書は、体の骨
格のひずみとアトピーが大きく関係している
ことを説き、薬や保湿剤に頼らず、症状の激
しい時の抑え方やある程度おさまってからも
続けやすい治療を紹介している。

「ふりかけの神さま」
令丈ヒロ子　作／佼成出版社　６４Ｐ

　ケーキやアイスクリームよりもふりかけご飯
が大好きな小学生のさらは、ちっともおかずを食
べなくてお母さんにふりかけを取り上げられた。
困ったさらは神社で「神さまどうか、ごはんとふ
りかけばっかり食べて、一生暮せますように！」っ
てお願いしたら、ふりかけの神さまがあらわれて
…。さらの好き嫌いは直るでしょうか？

「おばけのきもち」
きむら　ゆういち　作／にいるぶっくす　３２Ｐ
　アヤちゃんが暗い夜道を歩いていたらおば
けに追いかけられた。とうとう追いつかれた
アヤちゃんは怖くて気絶します。おばけは逃
げたけど、助けに来てくれた友だちたちはお
ばけがどうして追いかけてきたのか、おばけ
の気持ちについて考えます。ホントはやさし
いおばけだったかもって…。

広報しんおんせん（8月号） 10
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事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱隆栄水産

販売員 不問 200 ～ 270
ウエーター・
ウエートレス

19 ～ 50 150 ～ 210
事務員 不問 120 ～ 170

日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 140

㈱マルワ渡辺水産

販売店員 不問 132 ～ 176
水産加工工
場管理者

不問 160 ～ 180
水産加工員 不問 150 ～ 170
事務員 40 以下 155 ～ 180

浜美屋食品㈱
営業 40 以下 165 ～ 245
事務員 20 ～ 35 145 ～ 200

丸瀬興業 土木作業員 不問 180 ～ 350
㈲ダイワ自動車 営業 25 ～ 35 130 ～ 180
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 200

㈱大上建設
土木施工
管理技士

45 以下 250 ～ 300
㈱マルワ水産運輸 事務員 26 ～ 35 150 ～ 200
㈲テレコムマツオカ 電気通信工事 不問 135 ～ 200
㈲ラッキー美容院

美容技術一般、ア
シスタントなど

40 以下 140 ～ 250
乙野運送㈱ 運転手 不問 165 ～ 336
㈱田中工業所

土木施工
管理技士

50 以下 180 ～ 220
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286 ～ 396
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
日清医療食品㈱
近畿支店

栄養士 20 ～ 55 133 ～ 146

岸本工務店
営業 不問 200 ～ 350
型枠工事 不問 200 ～ 350

㈲ＴＥＳ 警備員 不問 138 ～ 172
㈲岡市組

現場監督 不問 200 ～ 270
土木作業員 不問 150 ～ 200

㈱朝野家
客室係 不問 225 ～ 260
営業係 不問 145 ～ 155

㈱みよしや旅館
客室係 不問 205 ～ 245
フロント係 不問 145 ～ 255

㈱御やどゆもと
客室係 不問 198
調理師 25 ～ 40 250 ～ 350

㈱寿荘 客室係 不問 180 ～ 230
㈱井筒屋 客室係 不問 223 ～ 249
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 190
医療法人社団
古澤クリニック

介護支援専門員 不問 150 ～ 210
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207
尾崎建設㈱ 土木作業員 不問 190 ～ 280
とみや旅館 フロント係 不問 156 ～ 192
赤坂土建㈱ 現場監督 25 ～ 45 250 ～ 290
立道建設㈱ 現場作業員 18 ～ 45 161 ～ 276

事業所名 職種 年齢 時給（円）

㈱隆栄水産
ウエーター・
ウエートレス

19 ～ 50 750 ～ 950
販売補助 不問 800 ～ 900

㈱マルワ渡辺水産

販売店員 不問 750 ～ 850
フロア－スタッフ 不問 750 ～ 1,000
水産加工員 不問 700 ～ 850
事務員 40 以下 750 ～ 850

山陰道路㈱ 厨房兼ホール係 不問 700 ～ 800
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700 ～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 1,000
㈲山米鮮魚 販売、加工等 不問 750
㈱コメリ中四
国地区本部

販売員① 18 ～ 45 780
販売員② 16 ～ 40 770
販売員③ 18 ～ 45 760 ～ 800

日本精機宝石
工業㈱

営繕・機
械修理

55 ～ 62 800
但馬ダイエー
警備保障㈲

警備員 不問 700 ～ 1,000
㈱トヨダ 販売 18 ～ 57 860
日清医療食品
㈱近畿支店

栄養士 20 ～ 55 780 ～ 830
コーナン商事㈱ 販売員 20 ～ 50 750 ～ 780
特定非営利活動
法人にーず

調理員 不問 800
看護師 不問 1,100
介護員 不問 800

㈱みよしや旅館 炊事・配膳 不問 750

㈱御やどゆもと
皿洗い、風
呂掃除など

不問 800 ～ 850
客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800
フロアー 不問 1,100

㈱西沢製作所
溶接工 不問 700 ～ 750
機械設計 40 以下 1,000

ケービックス

㈱鳥取事務所
配膳係 不問 800
クリーンクルー 不問 700

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
㈱朝野家

洗浄係 不問 700 ～ 750
調理補助 不問 700 ～ 750

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団 
古澤クリニック

看護師 不問 1,200 ～ 1,300
湯村温泉病院 看護師 55 以下 1,200 ～ 1,400

H18（2006）.8. 10

広報しんおんせん（8月号）

まちの求人案内

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0796）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート）
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ま
ち
づ
く
り
通
信
③　

ふ
れ

あ
い広

場

ここに人あり③

広報しんおんせん（8月号）

H18（2006）.8.10

岸
田
川
「
灯
籠
（
と
う
ろ

う
）
流
し
・
送
り
火
」
‐

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
「
岸
田
川

灯
籠
流
し
・
送
り
火
」。
新
温
泉
町
の

夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し

て
、
今
年
も
８
月
15
日
（
火
）、
午
後

７
時
に
同
川
の
白
馬
橋
上
流
２
０
０
㍍

の
地
点
か
ら
灯
籠
を
流
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
夏
休
み
の
良

い
思
い
出
づ
く
り
に
と
、
浜
坂
流
灯

会
（
田
中
瑞
穂
会
長
・
22
人
）
が
は
じ

め
た
も
の
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
人
が

集
ま
っ
て
そ
の
準
備
を
進
め
る
。
田
中

会
長
は
「
帰
省
客
や
初
盆
の
家
庭
の
人

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ふ

る
さ
と
の
行
事
に
た
く
さ
ん
の
人
が 

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」

と
話
す
。

　

竹
ひ
ご
４
本
、
台
に
な
る
長
さ
30

㎝
の
棒
２
本
、
そ
し
て
字
を
書
く
紙

を
セ
ッ
ト
に
し
て
希
望
者
に
配
布
す

る
。
紙
に
は
亡
く
な
っ
た
両
親
に
「
今

年
も
１
年
元
気
に
や
っ
て
い
る
か
ら
安

心
し
て
ね
」
な
ど
と
描
い
て
あ
る
も

の
も
。
今
年
の
灯
籠
の
数
は
な
ん
と
約

１
０
０
０
個
。
当
日
は
リ
ピ
ー
ト
山
中

さ
ん
が
加
藤
文
太
郎
の
「
孤
高
の
人

よ
」
を
歌
う
。
水
面
に
は
高
さ
２
㍍
の

送
り
火
と
な
る
か
が
り
火
を
４
ヵ
所
設

置
。
最
後
は
、
回
収
船
が
灯
籠
を
回
収

し
、
白
馬
公
園
側
の
川
べ
り
に
そ
れ
を

並
べ
、幻
想
的
な
空
間
を
か
も
し
出
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
思
い
出
と

ご
先
祖
の
供
養
に
ぜ
ひ
皆
さ
ま
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
と
昨
年
12
月
か
ら
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
〝
見
守
り
活
動
〟
を
行
っ
て
い

る
浜
坂
地
域
婦
人
会
。

　

近
年
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ

た
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
中
、
同
婦
人

会
の
会
員
１
１
０
人
が
、
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
守
ろ
う
と
学
校
の
下
校
時

間
帯
に
街
な
か
で
の
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
活
動
を
は
じ
め
た
。
よ
く
目
立
つ

よ
う
に
と
ピ
ン
ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

て
、
腕
章
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
身
に
つ
け
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
浜
坂
以
外
の
地

区
で
は
、
黄
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
を

着
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。

　
「
最
近
は
、子
ど
も
た
ち
に「
お
帰
り
」

と
声
を
か
え
る
と
「
た
だ
い
ま
」
と
大

き
な
声
で
返
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
話
す
会
長
の
西
垣
洋
子
さ
ん
。

今
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守

る
意
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
輪
が

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

会
員
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密

着
し
た
活
動
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、

不
審
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

防犯パトロール “ 見守り活動 ”

浜坂地域婦人会

婦人会員の皆さん
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◆材料（４人分）
・かぼちゃ　400 ｇ
・ブイヨン　2.5 カップ
・牛乳　　　3 カップ
・コーンスターチ　大さじ 1
・生クリーム　大さじ 2
・塩　　　　小さじ 1 と 3/5
・砂糖　　　大さじ 1

H18（2006）.8.10

広報しんおんせん（8月号）

　
―

農
業
委
員
会
情
報
№
7―

環
境
に
や
さ
し
く
、
安
心
安
全
な
農
作
物
の
生
産
を
！

▼
作
り
方

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
種
と
わ
た
を
取
っ
て
、

　

３
～
４
㎝
幅
の
く
し
形
に
切
っ
て
皮

　

を
む
く
。

②
鍋
に
ブ
イ
ヨ
ン
と
①
を
入
れ
て
火
に

　

か
け
、
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
裏
ご
し

　

す
る
。

③
鍋
に
戻
し
、
塩
、
砂
糖
、
牛
乳
を
加

　

え
て
弱
火
で
20
分
煮
る
。

④
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
を
大
さ
じ
2
の
水

　

で
溶
い
て
、
③
に
加
え
、
と
ろ
み
を

　

つ
け
る
。

⑤
塩
を
加
え
て
味
を
調
え
る
。

⑥
器
に
盛
っ
て
か
ら
生
ク
リ
ー
ム
を
添

　

え
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

★
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ

　

基
準
値
を
超
え
て
し
ま
う
と
生
産
物

の
出
荷
停
止
、
回
収
な
ど
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
農
薬
の
飛
散
に
つ
い

て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
ほ
場
ど
う
し
の
距
離
が
近
い
と
き
。

◇
隣
の
食
用
作
物
の
収
穫
が
近
づ
い
て

　

き
た
と
き
。

◇
飛
散
が
お
こ
り
や
す
い
散
布
方
法
の

　

と
き
。

　

散
布
す
る
こ
と
を
周
り
の
栽
培
者
に

伝
え
た
り
、
農
業
者
ど
う
し
の
連
絡
が

必
要
で
す
。

散
布
時
に
守
り
た
い
こ
と

散
布
量
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
散
布
は
必
要
最
小
限
の
量
と
区
域
で

　

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
濃
度
、
使
用
時
期
、
使
用
回
数
は
必

　

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。（
薬
剤
の
ラ
ベ

　

ル
の
○
○
倍
、
収
穫
○
○
日
前
、
○

　

回
以
内
）

風
の
多
い
と
き
は
、
風
向
き
に
気
を　

つ
け
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

・
風
下
に
別
の
作
物
が
あ
る
と
き
は
特

　

に
注
意
が
必
要
で
す
。

散
布
の
方
法
や
位
置
に
気
を
つ
け
て　

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
来
る
だ
け
作
物
の
近
く
か
ら
、
作

　

物
だ
け
に
か
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ほ
場
の
端
で
の
散
布
は
、
外
部
か
か

　

ら
内
側
に
向
け
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

細
か
す
ぎ
る
散
布
粒
子
の
ノ
ズ
ル
は
使

わ
な
い
よ
う
に
し
、
散
布
圧
力
を
上
げ

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
粒
子
が
細
か
い
ほ
ど
、
ま
た
圧
力
を
高

　

め
る
ほ
ど
飛
散
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
は
洗
い
漏
れ
の
な
い

よ
う
、き
れ
い
に
洗
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
対
策
も
有
効

①
ま
わ
り
の
作
物
に
も
登
録
の
あ
る
農

　

薬
を
使
用
す
る
。

②
飛
散
し
に
く
い
剤
型
（
粒
剤
等
）
の

　

農
薬
を
使
用
す
る
。

③
境
界
区
域
で
は
農
薬
を
散
布
し
な
い
。

④
ま
わ
り
の
作
物
を
、
ネ
ッ
ト
や
シ
ー

　

ト
な
ど
で
一
時
的
に
覆
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
、

環
境
に
や
さ
し
く
安
全
安
心
な
お
い
し

い
農
作
物
の
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

　

食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
、
本
年
５

月
29
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
残
留
農
薬
基
準
値
が
な
い
農
薬
に
も
、
０
・
01
ｐ
ｐ
ｍ

と
い
う
低
い
数
値
が
基
準
値
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
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―好調！ I　Love　You　Love　ゆーらく館―

１周年記念イベント

　絵本にもっと親しんでもらうとともに、自分が
その時に何を感じていたのか、大きくなっても残
るようにと 7 月 24 日（月）から 31 日（月）ま
で、加藤文太郎記念図書館で〝世界に一冊しかな
い絵本〟づくりを行いました。町内の小学 3 ～ 6
年生の児童 19 人が参加し、自分で考えた物語の
創作から下書き、本書き、色塗り、製本までの作
業を行い世界に一冊しかない絵本を完成させまし
た。
　色塗りが楽しかったという大垣純穂ちゃん（浜
坂）は、「自分の家で犬を飼い始めた話しを絵本
に描いた。思い出として家に飾っておきたい」と
一生懸命作っていました。完成した絵本は 8 月
11 日（金）まで図書館で展示しました。

―世界に１冊だけの絵本―

図書館絵本づくり

広報しんおんせん（8月号）

　7 月 23 日（日）、七釜温泉ゆーらく館で「1 周
年記念イベント」が開催されました。
　同館は源泉 100％の温泉をかけ流しで楽しめ
る施設として、昨年 7 月にオープンしたものです。
本年 4 月には当初の予定より約 1 ヶ月早く 5 万
人を突破するなど、観光客、地元住民に多く利用
いただいています。
　このイベントは、１周年の感謝の気持ちを込め、
七釜区が主体となって行ったものです。馬場町長
はあいさつで「七釜温泉は天然のかけ流しの湯。
これからも心のこもったもてなしでこの好調を維
持してほしい」と激励しました。七釜温泉踊り、
傘踊り、舞踊などが披露されたほか、多くの特産
物が出店され来場者らは楽しい１日を過ごしてい
ました。

―交流を通じて分かり合う―

ニュージーランドとの国際交流

ニュージーランドから来町した生徒に歓迎の花束を贈る浜中生

　本町は、国際化に対応できる広い視野と豊かな
国際感覚を培うことを目的にニュージーランドの
オックスフォード・エリア・スクールと姉妹校提
携を結び生徒の相互交流を行っています。7 月 5
日（水）～ 16 日（日）までの 12 日間、浜坂中
学校に生徒９人が来町し、ホームステイをしなが
ら授業体験や町内視察などを行いました。
　12 日には以命亭で茶道体験をしました。生徒
らは「お茶をたてるのが難しかったけど、お茶の
味がとてもおいしかった」と喜んでいました。
　また、7 月 31 日（月）から 8 月 11 日までの
12 日間、本町の生徒がニュージーランドを訪れ
ホームステイをしながら現地での授業体験などを
行っています。

H18（2006）.8.10



1�

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（8月号）

　7 月 15 日（土）、湯村温泉街で商店街夏まつ
り〝荒湯天狗まつり〟が開催されました。
　同祭りは商売繁盛と家内安全を願うお祭りとし
て 14 年前から始まったものです。この日は、天
狗造形物のパレードをはじめたくさんの夜店やビ
ンゴ大会などのアトラクションがありました。
　そして、夏の風物詩となっている但馬牛まつり
のＰＲをかねた但馬牛感謝祭〝灯籠絵巻〟の点灯
式も行われ、湯村温泉街はとてもにぎわっていま
した。

　また、7 月 29 日（土）には、ＪＲ浜坂駅前で
浜坂商店街納涼祭が開催されました。今年は初め
て〝女みこし〟が登場し、祭りを盛り上げまし
た。その他にも町杜氏組合の酒造り唄の披露など
たくさんのイベントが行われ、大勢のお客様でに
ぎわっていました。

商店街納涼祭り

　浜坂県民サンビーチの海開きの翌日 7 月 9 日
（日）、浜坂県民サンビーチで初めてのイベント「浜
坂海遊まつり」が開催されました。このイベント
は、さざえのつぼ焼き、イカ焼き、カキの網焼き、
焼きちくわなど旬の食材を使ったコーナーや地引
網体験など、旬の食材と新温泉町ならではの体験
により、新温泉町の魅力をＰＲしていこうと企画
したものです。
　訪れた約 5000 人の来場者らは海のイベントを
満喫していました。地引網が目的で来たという吉
村尚馬くん（鳥取市）。「普段体験できないことが
できおもしろかった。たくさん魚が獲れた。また
やってみたい」と喜んでいました。
　浜坂観光協会の松岡秀明会長は「見どころいっ
ぱいの新温泉町内を回遊して、多くの人に楽しん
でいただきたい。そして観光客の増加につなげた
い」と話していました。

浜坂海岸海遊まつり

子どもたちに大人気の地引網

浜坂商店街納涼祭は、女みこしが初登場。威勢のよい
掛け声が街中に響き渡っていた。

灯籠絵巻１２体に明かりがともり、幻想的な雰囲気を
漂わせた「荒湯天狗まつり」
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点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

今
で
は
、
日
常
生
活
で
誰
も
が
目
に

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
自
動
販
売
機

な
ど
点
字
を
必
要
と
し
て
い
る
目
の
不

自
由
な
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

点
字
に
つ
い
て
基
本
か
ら
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
開
催
期
間　

９
月
９
日
（
土
）
～
12

　

月
９
日
（
土
）
※
毎
週
土
曜
日
延
べ

　

13
回

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　

文
化
会
館

▼
主
催　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
講
師　

鐘
谷
京
子
さ
ん
（
兵
庫
県
視

　

覚
障
害
者
福
祉
協
会
指
導
員
）

▼
定
員　

30
人

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

　

ト
代
と
し
て
１
０
５
０
円
が
必
要
）

▼
募
集
期
限　

８
月
31
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
浜
坂
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
０
７
１

　

同　
　
　
　
　
　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

　

‐
始
め
よ
う
！
健
康
生
活
‐

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
」

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
会
員
募
集

　

住
民
の
健
康
維
持
、増
進
を
目
的
に
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

を
対
象
に
し
た
「
水
泳
教
室
・
水
中
歩

行
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
子
ど
も
水
泳
教
室

　
（
内
容
）
水
な
れ
、
顔
つ
け
な
ど

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H18（2006）.8.10

募　

集

　
（
対
象
）
保
育
園
児
～
中
学
生

　
（
会
費
）
月
２
０
０
０
円
～

　
　
　
　

※
入
会
金
が
別
途
必
要

▼
成
人
水
泳
教
室

　
（
内
容
）
水
な
れ
～
４
泳
法
習
得
、　

　
　
　
　

泳
力
ア
ッ
プ

　
（
対
象
）
18
歳
以
上

　
（
会
費
）
年
４
０
０
０
円

　
　
　
　

※
入
館
料
が
随
時
必
要

▼
が
ん
ば
れ
ウ
ォ
ー
ク
教
室
・
水
中
ヘ

　

ル
シ
ー
体
操
教
室

　
（
内
容
）　

水
中
歩
行
（
泳
げ
な
く
て

　

も
大
丈
夫
。
生
活
習
慣
病
予
防
に
ぜ

　

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

　
（
参
加
費
）
１
０
０
円

　
　
　
　
　

※
入
館
料
が
随
時
必
要

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
０
０
２

「
自
然
体
験
教
室
」
参
加
者
募
集

　

自
然
を
観
察
し
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
た
自
然
体
験
教
室
を
実
施

し
ま
す
。
今
年
は
浜
坂
・
久
斗
川
の
生

き
物
を
探
し
、
観
察
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

８
月
27
日(

日)

▼
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
場
所　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
・

　

久
斗
川
合
流
点(

福
富)

▼
主
催　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
・

　

浜
坂
公
民
館

▼
テ
ー
マ　

久
斗
川
の
生
き
物
を
探
そ
う

▼
講
師　

福
原
陽
一
郎
さ
ん(

浜
坂)

▼
対
象　

町
内
小
学
生
以
上(

低
学
年

　

は
保
護
者
同
伴)

▼
募
集
人
員　

20
人(

定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す)

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

８
月
16
日(

水)　

▼
そ
の
他　

天
候
等
に
よ
り
、
内
容
を

　

変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

広報しんおんせん（8月号）
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促
進
す
る
た
め
、
広
く
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

▼
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

　

◇
テ
ー
マ

　
　

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪

　
　

‐
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心

　
　

の
体
験
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
よ
う
‐

　

◇
題
名

　
　

自
由

　

◇
内
容

　
　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
心
の

　
　

ふ
れ
あ
い
体
験
を
つ
づ
っ
た
も
の

　

◇
部
門

　
　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
及
び

　
　

一
般
県
民
部
門

▼
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

　

◇
テ
ー
マ

　
　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も

　
　

が
能
力
を
発
揮
し
て
安
全
に
安
心

　
　

し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

　

◇
内
容

　
　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
相
互

　
　

理
解
を
促
進
す
る
も
の

　

◇
部
門

　
　

小
学
生
、
中
学
生
部
門

▼
募
集
期
限

　

９
月
４
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
健
康
生
活
部
障
害
福
祉
課

　

℡（
０
７
８
）３
４
１
‐
７
７
１
１（
代
）

兵
庫
県
警
察
官
募
集

　

本
年
度
の
第
２
回
採
用
選
考
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
、
受
検

　

資
格

▼
受
付
期
間　

８
月
４
日
（
金
）
～
23

　

日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

　

―

夏
・
は
ま
さ
か
自
然
体
験
活
動2006―

浜
坂
自
然
探
検
隊
・
８
月
編

　

新
温
泉
町
に
あ
る
海
や
山
で
海
水

浴
、
森
林
浴
、
海
岸
清
掃
な
ど
を
通
し

て
身
近
に
あ
る
自
然
の
大
切
さ
を
一
緒

に
感
じ
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

８
月
24
日
（
木
）、25
日
（
金
）

▼
集
合
・
解
散　

浜
坂
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

　

ル
（
芦
屋
）

▼
主
催　

ユ
ー
ス
は
ま
さ
か
実
行
委
員
会

▼
活
動
内
容　

海
水
浴
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

　

リ
ー
、
食
事
づ
く
り
な
ど

▼
募
集
対
象　

小
学
校
１
～
６
年
生

▼
募
集
人
員　

10
人
程
度

▼
参
加
費　

４
５
０
０
円

▼
募
集
期
限　

８
月
22
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
２
８
２

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
事
業
の
募
集

　

県
内
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
普
及
促
進
を
図
り
、
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
た
め
、
県
民
を
対
象
と
し

た
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
補
助
金
対
象
者

　

既
存
住
宅
に
金
融
機
関
等
か
ら
融
資

（
無
利
子
不
可
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
を

含
む
）を
受
け
て
太
陽
光
発
電
設
備（
２

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
）
を
設
置
す
る
者
。 

　

※
集
合
住
宅
の
共
用
部
、
借
家
の
賃

　
　

借
人
も
対
象

▼
補
助
金
額

　

設
置
費
用
×
３
・
75
％

　
（
注
１
）
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
、

　
　
　
　

２
万
５
千
円
を
上
限
。

　
（
注
２
）
設
備
全
体
で
10
万
円
を
上

　
　
　
　

限
と
す
る
。

▼
募
集
件
数　

２
０
０
件

▼
募
集
期
限　

９
月
15
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局
環
境
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
０
０
１

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」「
障

害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
作
品
募
集

　

障
害
の
あ
る
人
へ
の
県
民
の
理
解
を

広報しんおんせん（8月号）

H18（2006）.8.10

試験区分 採用予定者数 受験資格
年齢 学歴

男

性

Ａ 約 100 人 昭和 51 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

学校教育法による 4 年生大学を卒業した
人及び平成 19 年 3 月までに卒業見込の人

Ｂ 約 30 人
昭和 51 年 4 月 2 日
から平成元年 4 月 1
日までに生まれた人

男性Ａ以外の人

Ｃ 約 70 人 昭和 51 年 4 月 4 日
以降に生まれた人

平成 19 年 3 月までに、学校教育
法による高等学校を卒業見込の人

女
性

Ａ 約 10 人 昭和 51 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

学校教育法による 4 年生大学を卒業した
人及び平成 19 年 3 月までに卒業見込の人

Ｂ 約 20 人 昭和 51 年 4 月 2 日から平成元
年 4 月 1 日までに生まれた人

女性Ａ以外の人
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―
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
刈
払
機
な
ど

　

を
使
わ
れ
る
林
業
者
の
皆
さ
ま
へ―

振
動
障
害
の
健
康
診
断
の
ご
案
内

▼
実
施
予
定
時
期　

９
月
～
12
月

▼
実
施
予
定
場
所　

新
温
泉
健
康
福
祉

　

事
務
所

▼
受
診
料　

３
８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

８
月
18
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
兵
庫
県
営
林
緑
化
労
働
基
金

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
８
０
１
０

　

―

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
、
相
続
、　

多

　

重
債
務
、
消
費
者
問
題
、
成
年
後
見
等―

無
料
法
律
相
談

▼
日
時　

９
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時

　

～
４
時

▼
場
所　

豊
岡
市
民
会
館
（
豊
岡
市
）

▼
そ
の
他　

予
約
制
で
す
。

　
（
受
付
時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
　

司
法
書
士
法
律
相
談
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
５
‐
８
０
２
５

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者

の
皆
さ
ま
へ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
は
、
次
の
方
々
に
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

◇
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な

　

い
恩
給
欠
格
者
の
人
（
請
求
を
行
う

　

こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
恩
給
欠
格

　

者
の
ご
遺
族
の
人
）

◇
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か

　

ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人

※
請
求
書
類
は
、
福
祉
課
高
年
福
祉
係

　

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
既

　

に
請
求
さ
れ
た
人
は
、
再
度
請
求
さ

　

れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人

　
　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

℡
（
０
１
２
０
）
２
３
４
‐
９
３
３

軍
人
恩
給
の
受
給
資
格

を
調
査
し
ま
す

　

旧
軍
人
（
ま
た
は
そ
の
妻
で
夫
の
死

後
再
婚
し
て
い
な
い
人
）
で
軍
人
恩
給

を
請
求
し
た
こ
と
が
な
い
人
の
受
給
資

格
を
調
査
し
ま
す
（
公
務
員
退
職
等
の

年
金
受
給
者
を
除
く
）

※
希
望
者
は
、
福
祉
課
に
あ
る
「
履
歴
申

　

立
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、　

終

　

戦
当
時
の
本
籍
地
の
あ
る
都
道
府
県

　

援
護
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
高
年
福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

高
齢
者
虐
待
と
は
？

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
高
齢
者
虐
待
防

止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。「
高
齢
者

虐
待
」
と
は
、
高
齢
者
に
対
し
、
心
や

体
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
た
り
、
基
本
的

な
人
権
の
侵
害
や
尊
厳
を
奪
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。
近
年
は
、
介
護
者
や
家
族

な
ど
高
齢
者
の
身
近
な
人
が
虐
待
を
起

こ
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

同
法
は
、
介
護
放
棄
や
介
護
疲
れ
等

か
ら
く
る
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
の
が
目

的
で
、
虐
待
を
発
見
し
た
場
合
、
町
へ

通
報
す
る
こ
と
が
段
階
的
に
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
虐
待
に
あ
た
り

ま
す
。
介
護
疲
れ
や
介
護
に
関
す
る

悩
み
な
ど
を
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◇
身
体
的
虐
待

　

平
手
打
ち
す
る
、
た
た
く
、
つ
ね
る
、

殴
る
、
け
る
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た

り
す
る
こ
と

◇
心
理
的
虐
待

　

怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
屈
辱
を
こ
め

て
子
ど
も
の
よ
う
に
扱
う
。
意
図
的
に

無
視
す
る
な
ど
の
心
理
的
苦
痛
を
与
え

る
こ
と

広報しんおんせん（8月号）
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◇
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

食
事
を
与
え
な
い
、入
浴
さ
せ
な
い
、

劣
悪
な
住
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
る
な

ど
、
介
護
せ
ず
、
放
っ
た
ら
か
し
に
す

る
こ
と

◇
性
的
虐
待

　

合
意
な
し
に
性
的
行
為
ま
た
は
そ
の

強
要
を
す
る
こ
と

◇
経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
本
人
の
自
宅
を
無
断
で
売
却
し
た

り
、
本
人
の
年
金
や
預
貯
金
を
取
り
上

げ
て
勝
手
に
使
う

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
老
人
保
健
施
設「
さ
さ
ゆ
り
」内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
83
‐
２
３
１
２

　

―

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら―

サ
マ
ー
タ
イ
ム
営
業
の
お
知
ら
せ

◇
期
間　

７
月
21
日
（
金
）
か
ら
８
月

　

31
日
（
木
）
ま
で
、

◇
営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

　
（
受
付
修
了　

午
後
７
時
）

◇
休
館
日　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で
休

　

館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
そ
の
他　

９
月
13
日
（
水
）
ま
で
町

　

民
無
料
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
０
０
２

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
「
夏

休
み
特
設
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置

　

自
由
研
究
、読
書
感
想
文
向
け
図
書
、

工
作
な
ど
の
夏
休
み
の
宿
題
の
た
め
の

参
考
図
書
を
た
く
さ
ん
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
自
由
研
究
の
本
、
読
書
感
想
文
向
け

　

の
本
、
工
作
の
本

　

・
・
各
コ
ー
ナ
ー
の
貸
し
出
し
、
予

　
　
　

約
と
も
に
１
人
２
冊
ま
で
。

▼
課
題
図
書

　

・
・
貸
し
出
し
は
１
人
２
冊
ま
で
。

　
　
　

貸
し
出
し
期
間
は
、
１
週
間
。

※
貸
し
出
し
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
冊

　

数
の
制
限
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

広報しんおんせん（8月号）

H18（2006）8.10

老人保健制度が変わります

　　老人保健法が改正されましたので、概要をお知らせ
　します。（この制度改正の対象となる人は、①昭和７　
　年９月３０日以前に生まれた人、②６５歳～７５歳　
　未満で一定の障害のある人です）  

１　負担割合判定の所得基準が８月１日から変わりました！　
　（１）70 歳以上の一定以上所得者の判定基準   
　　　①課税所得額 145 万円以上　( 現行どおり ) 
　　　　（課税所得額とは、町民税の課税標準額のことです） 
　　　②収入の合計金額     
　　　・高齢者 1 人世帯 484 万円以上⇒ 383 万円以上 
　　　・高齢者 2 人以上世帯 621 万円以上⇒ 520 万円以上 
　　　　＊上記に該当の人が、一定以上所得者となります。 
　（２）公的年金等控除の見直し・老年者控除の廃止に　
　　　伴う経過措置
 公的年金等の見直し及び老年者控除の廃止に伴っ
　　　て一定以上所得者になる人でも、次のいずれかに
　　　あてはまる人については、「自己負担限度額」につ
　　　いてのみ「一般」の限度額を適用します。

  

（注）①の課税所得額が 213 万円以上の方でも収入の合計金  
　額が②の範囲内の場合は、申請により「一般」の限度額の
　適用を受けられます。      
       
２　自己負担割合が変わります！   
　　一定以上所得者の自己負担割合が２割から３割に引
　き上げられます。一定以上所得者以外は、1 割のまま
　据え置かれます。 

３　医療費の自己負担限度額が引き上げられます！  

      

       

―問い合わせ―
健康課　福祉医療係　℡（0796）82 － 5622

①課税所得額 145 万円～ 213 万円未満
②収入の
　合計金額

1 人世帯 383 万円～ 484 万円未満
2 人以上世帯 520 万円～ 621 万円未満

9 月 30 日まで 　　
⇒

10 月 1 日から
一定以上所得者 2 割 一定以上所得者 3 割
一般、低所得Ⅰ・Ⅱ １割 一般・低所得Ⅰ・Ⅱ 1 割

平成１８年１０月１日から

所　得　区　分
自己負担限度額（月額）

外　　来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

④一定以上所得者
（負担割合：3 割） 44,400 円

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％（4 
回目以降は 44,400 円）

⑤一般
（負担割合：1 割） 12,000 円 44,400 円

⑥低所得者
（負担割合：１割）

Ⅱ 8,000 円 24,600 円
Ⅰ 15,000 円
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I N F O R M A T I O N
本
の
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
は
、
図
書

資
料
の
充
実
を
図
る
た
め
、
郷
土
、
山

岳
に
関
す
る
本
、
小
説
、
実
用
書
等
の

寄
贈
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
本
の
種
類

　

・
郷
土
に
関
す
る
本

　

・
山
岳
に
関
す
る
本

　

・
話
題
の
本
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

　
　

た
本

　

・
小
説
、
実
用
書(

新
し
い
も
の)

　
　

児
童
書
、
絵
本

　
　

※
た
だ
し
、
百
科
事
典
、
全
集
、

　
　
　

文
庫
本
（
15
㎝
）
は
ご
遠
慮
く

　
　
　

だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限

　

８
月
30
日
（
水
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

防
ご
う
沿
岸
犯
罪
・
明

る
く
住
み
よ
い
町

　

密
航
、
密
漁
、
水
難
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
不
審
な
船
や

危
険
な
行
為
な
ど
を
見
か
け
た
場
合
は

美
方
警
察
署
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
夜
間
に
無
灯
火
で
航
行
、
停
泊
、
接

　

岸
す
る
船
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト

◇
漁
船
を
装
っ
て
い
る
が
、
漁
具
が
な

　

か
っ
た
り
、
装
備
や
乗
員
の
服
装
が

　

違
う
船

◇
海
岸
の
岩
陰
、
草
む
ら
な
ど
に
潜
ん

　

で
い
る
人

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
地
区
沿
岸
防
犯
協
力
会

　
（
美
方
警
察
署
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

悪
質
商
法
に
注
意

　

最
近
、
高
齢
者
宅
で
、「
水
道
工
事

に
来
た
」
と
い
う
男
２
人
に
、
無
断
で

自
宅
に
上
が
り
込
ま
れ
た
上
、「
印
鑑

を
出
せ
」「
書
類
に
印
鑑
を
押
せ
」
と

水
道
工
事
を
迫
ら
れ
、
怖
く
な
り
仕
方

な
く
業
者
に
お
金
を
支
払
っ
た
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

断
っ
て
も
退
去
し
な
い
業
者
が
来
た

場
合
は
、
遠
慮
な
く
『
１
１
０
番
』
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

兵
庫
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅

特
別
融
資
制
度
の
お
知
ら
せ

　

県
産
木
材
（
県
内
で
生
産
さ
れ
、
県

内
の
製
材
工
場
で
加
工
さ
れ
た
木
製

品
）
を
利
用
し
て
住
宅
を
建
築
、
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
人
に
、
県
と
金
融
機
関

が
協
力
し
て
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

▼
融
資
対
象
者

①
県
産
木
材
を
50
％
以
上
使
用
し
、
自

　

ら
居
住
す
る
た
め
の
木
造
住
宅
を
新

　

築
（
新
築
購
入
）、
増
改
築
す
る
人

②
県
内
の
居
住
す
る
住
宅
に
県
産
木　

　

材
の
内
装
材
を
30
㎡
以
上
使
用
し
て

　

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
人

▼
融
資
限
度
額

　

①
新
築
、
増
改
築

　
　

県
産
木
材
使
用
割
合
が
50
％
以
上

　
　

60
％
未
満　

１
５
０
０
万
円
以
内

　
　

同
60
％
以
上
２
０
０
０
万
円
以
内

　

②
リ
フ
ォ
ー
ム　

５
０
０
万
円
以
内

▼
返
済
期
間

　

①
新
築
、
増
改
築　

25
年
以
内

　

②
リ
フ
ォ
ー
ム　
　

10
年
以
内

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
県
民
局
豊
岡
農
林
振
興
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

香
住
海
上
保
安
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

香
住
海
上
保
安
署
で
は
、
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
７
月
16

日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
平
成
18
年
度

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

◇
今
年
の
重
点
事
項
は

「
見
張
り
の
励
行
」
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

香
住
海
上
保
安
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
４
９
９
９

H18（2006）.8. 10

広報しんおんせん（8月号）
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肺
が
ん
・
結
核
検
診
（
浜
坂

地
域
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

　

結
核
は
、
ず
い
ぶ
ん
減
っ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
わ
が
国
で
は

最
大
の
感
染
症
で
す
。
新
た
に
発
生
し

た
結
核
患
者
の
約
60
％
が
60
歳
以
上
の

中
・
高
齢
者
で
す
。
若
い
時
に
潜
伏
し

た
結
核
菌
が
、
抵
抗
力
が
低
下
し
た
時

に
目
覚
め
て
発
病
し
た
り
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
次
の
日
程
で
検
診
車
が
町

内
を
巡
回
す
る
「
肺
が
ん
・
結
核
検
診
」

が
あ
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
は
１
年

に
１
回
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
１
年
間
で
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
い
な
い
人
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
健
診
内
容　

検
診
は
問
診
と
胸
の
レ

　

ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
だ
け
の
簡
単
な
検

　

診
で
す
。（
問
診
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
間　

　

接
撮
影
）

▼
対
象　

18
歳
以
上

▼
検
診
料
金　

無
料　

▼
そ
の
他　

４
月
に
受
診
さ
れ
た
人
、

　

治
療
中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
６
４
６

広報しんおんせん（8月号）

H18（2006）.8.10

８月２３日（水） ８月２４日（木） ８月２５日（金）

8:30 ～ 8:50
（対　田）

8:40 ～ 8:55
（諸寄・山根町）

8:30 ～ 8:50
（浜坂・栄町）

ふれあいセンター 漁協諸寄支所事務所前 文化会館

9:00 ～ 9:20 （久　谷） 9:05 ～ 9:15 （釜　屋） 9:00 ～ 9:10 （浜坂・上六軒）
民俗芸能伝承館 ふれあいセンター サンシーホール浜坂

9:30 ～ 9:45 （高　末） 9:25 ～ 9:35 （居　組） 9:20 ～ 9:30 （浜坂・門陀町）
ふれあいセンター 漁協居組セリ市場 勝願寺　前

9:50 ～ 10:05 （正法庵） 9:45 ～ 10:00 （居組・向町） 9:40 ～ 9:55 （浜坂・中本町）
ふれあいセンター 小林鮮魚店　前 田口米穀店横の駐車場

10:15 ～ 10:30（辺　地） 10:15 ～ 10:35（諸寄・奥町） 10:05 ～ 10:25（芦　屋）
水田建設㈱駐車場 野田橋詰 ふれあいセンター

10:35 ～ 10:45（藤　尾） 10:45 ～ 11:00（諸　寄） 10:35 ～ 10:55（旭　町）
ふれあいセンター 基幹集落センター 美方モータース㈱

10:55 ～ 11:05（境） 11:10 ～ 11:25（諸寄・吉田町） 11:00 ～ 11:30（浜坂・旭町）
ふれあいセンター 諸寄郵便局　前 谷川ナイロン

11:10 ～ 11:25（久斗山） 11:35 ～ 11:50（諸寄・静岡上） 13:00 ～ 13:10（若松町）
ふれあいセンター 増田電気　前 町営住宅　前

11:40 ～ 12:05（高　末） 13:00 ～ 13:20（二日市） 13:15 ～ 13:30（三　谷）
森昌食品㈱ 千原縫製 アートライフタニタ

13:30 ～ 13:50（二日市） 13:30 ～ 13:40（和　田） 13:40 ～ 13:50（浜坂・南町、三谷）
保健センター ふれあいセンター 県営住宅横駐車場

14:00 ～ 14:15（戸　田） 13:50 ～ 14:05（赤　崎） 14:00 ～ 14:15（浜坂・宇都野町）
ふれあいセンター ふれあいセンター 浜坂体育センター

14:25 ～ 14:45（田　君） 14:15 ～ 14:25（三　尾） 14:25 ～ 14:35（浜　坂）
タキミ電器㈱　前 御火浦コミュニティセンター　前 新温泉町役場

14:50 ～ 15:00（栃　谷） 14:40 ～ 14:50（田　井） 14:45 ～ 14:55（芦　屋）
浜坂南小学校　前 ふれあいセンター 三重水産

15:10 ～ 15:20（古　市） 15:00 ～ 15:15（指　杭） 15:05 ～ 15:15（浜坂・浜岡町）
西村宅車庫　前 浜田　登宅　前 松尾佐造宅　前

15:30 ～ 15:45（用　土） 15:25 ～ 15:45（清　富） 15:25 ～ 15:35（浜坂・中本町）
ふれあいセンター ふれあいセンター ユートピア浜坂

15:55 ～ 16:05（新　市） 15:55 ～ 16:10（福　富） 15:45 ～ 16:00（浜　坂）
山根工務店　前 ふれあいセンター ナカケー白川店　前

16:15 ～ 16:25（七　釜） 16:05 ～ 16:15（浜坂・京口一）
玉田寺　前 松嶋酒店　横

16:20 ～ 16:35（浜坂・泉町）
㈱関西開発測量事務所　前




